
講座1 試論「憲法・立憲主義を二つの流れを対比して考える」
～二つの流れ<徳川200年の平和・民命尊重思想とフランス人権宣言>

　　　　　　<明治憲法下の国家主義･軍国主義とプロシア憲法･ナチスドイツ＞

講師 山上　修（元　滋賀県立高等学校教諭・元　滋賀県立大･滋賀大非常勤講師）

月日 時間

① 13:00～14:30

② 14:50～16:20

③ 13:00～14:30

④ 14:50～16:20

⑤ 7/20(木） 14:50～16:20

講座2

講師

月日 時間

① 10:30～12:00　

② 13:00～14:30

③ 13:00～14:30

④ 14:50～16:20

⑤ 8/22(火) 10:30～12:00

講座3 「滋賀の銃後と戦争　　戦中の滋賀県へのアプローチ」

講師 水谷孝信（滋賀県立高等学校講師）

月日 時間

① 10:30～12:00

② 13:00～14:30

③ 10:30～12:00

④ 13:00～14:30

⑤ 11/18(土） 10:30～12:00

※受講料は1コマ90分で￥500 、通し受講（全5回受講）で￥2000

10/28(土）

11/11(土)

(5)生活の中に人権･民主主義をどう根付かせるか～伝統思想を生かして

滋賀県学徒勤労動員の記録(工場動員と内湖干拓、滋賀県女子学徒勤労報国隊)

湖西の文学　文学散歩・・義仲寺で芭蕉を偲ぶ。雨が降れば・・どこか屋根の下で
「幻住庵の記」を読むのもよい。

滋賀の空襲を追う　（焼夷弾空襲　中小都市空襲　艦載機空襲）

テーマ

(序)<徳川200年と昭和憲法70年>の平和の狭間に<明治憲法下50年>の戦争の時代

(2)明治維新･明治憲法のとらえ直し～国家主義・軍国主義・女権軽視･格差拡大

(3)フランス人権宣言は「人権･自由･憲法･立憲主義」の”なぜ”に答える

(4)徳川の武士道･近江商人の精神と明治の教育勅語～伝統から何を受け継ぐか

(1)徳川265年のとらえ直し～平和･民命･福祉･教育･女権尊重の政治･社会

テーマ

「2017滋賀みんけん市民講座」日程表

8/1(火)
湖北の文学　観音信仰と文学　できれば余呉湖にも足をのばして

湖東の文学　文学に表れた近江商人　外村繁・芝木好子の小説より

8/8(火)
湖南の文学　「燃ゆる甲賀」を中心に滋賀の文学から風土を考える

近江の古典　近江を舞台にした「万葉集」などを読んでみよう。

7/6(木）

7/13(木）

「『近江の文学』気楽に一緒に作品を読みましょう。」

茶谷　淑子（滋賀県立高等学校教諭）

テーマ

東レパンプキン空襲　（模擬原爆と滋賀）

陸軍八日市飛行場と饗庭野演習場　　（軍事基地と戦争）

大津の戦争遺跡紹介と探訪　　大津市文化会館集合
歩兵第９連隊・大津陸軍少年飛行兵学校跡 大谷射撃場跡フィールドワーク


